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経営学を学ぶ留学生 のための発音訓練

一発音訓練問題作成 までのプロセスー

新 垣 公弥子

1.は じめ に

現在、大学における学部留学生の多 くが私費留学生である。大学 における

講義を受講 して理解 し、かつ単位 を取得できる能力を有す ることが受験資格

となっているし、また大学側でもそれを入学の基準 としている。以上が学部

留学生に必要 な 日本語能力の概略であるが、実際問題 として、留学生が入学

した後、直面す る問題 としては、単位の修得率 とい うものがあげられ る。例

えば、本学部では43単 位 までの取得が1年 生で可能 となる。 しか し、留学生

の場合平均38、40と い うことが多 く見 られ る。それか ら上級生になると、演

習では口頭発表が課せ られる。その場合には、いわゆる発音面が問題点 とし

てあげ られ る。本稿では学部留学生の発音が どのような状況にあるのか具体

的なテス トでの誤読例を示 しなが ら、分類 し考察 していきたい。

①学部留学生が、入学後、大学における講義 を受講 し、単位取得 ができる

ようになる。

②演習における口頭発表を行 う際に、円滑に発音できるようになる。

以上の点を 目標 とし、発音そのものの問題点を明 らかにしなが ら、誤読 を

少 なくするための問題作 りを目指すプロセスについて考察 したい。

日本語は、基本的には子音(Consonant)と 母音(Vowel)の 組み合わせ に

よ り構成 され るCV構 造である。例 えば 「花」[hana]と い う子音 と母音の組
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み合 わせ で ある。 この基本構造 に加 えて特殊拍 とい うものが ある(Q、CN、

V構 造 とい っ た も の で あ る)。 例 え ば 「各 国 」(か っ こ く)と 「過 酷 」(か こ

く)と い っ た 区 別 は 、 日本 語 に お い て機 音(Q構 造)が 意 味 を弁 別 す る音 素

で あ る こ と に起 因す る。 それ か ら 「盛 ん」(さ か ん)と 「参 観 」(さ ん か ん)

とい っ た 促 音(CN構 造)も 特 殊 拍 で あ る し、 「お 婆 さん 」(お ば 一 さん)と

「叔 母 さん 」(お ば さん)と い っ た長 音(V構 造)も 特 殊 拍 の ひ とつ で あ る。

以 上 、 日本 語 の 中に は3種 類 の 特 殊 拍 が あ り、 これ らは いずれ も留 学生が習

得 しに くい音素 であ る といえ る。

これ らに加 えて、発 音習得 を困難 に して い る一翼 を担 うのが、有 声音 と無

声音 との弁別 で あ る。 例 えば 「課題 」(か だ い)と 「硬 い」(か た い)と い っ

た 区別 で あ る。 これ らの 区別 は、特 に中国語 、韓 国語 を母語 とす る留学生 に

とっては母語 の干 渉 を受 け、そ の区別 の習得 が難 しい。発 音の面で は、 これ

を制す こ とがで きれ ば、 日本語 を制 した といって も過言 でない ほ どに重要課

題 で あ るとい える。

本学 の留 学生 は 、1年 生 の うち に4科 目8単 位 の 日本 語 を履 修 す る こ とが多

い。場 合 に よって は英語 や他 の言語 を履 修す る こ ともあ るが、基本 的 には 日

本語 を履 修す る こ とにな って い る。1年 生 で履 修 を 終 え る と、 そ の 他 に 日本

語 を学習 す る機 会 は ほ とん どない状 況 に あ る とい える。2年 生 に な る と、ゼ

ミ とい う形 式 で各論 を学ぶ ことに なる。 その折 には、 レジュメを作成 し、ゼ

ミにお いて、い わ ゆる演習形式 で 口頭 発表 を行 な わなけれ ばな らない。 口頭

発 表 の際 には留学 生 の 「発音 の悪 さ」 とい うもの が指摘 され る こ とが多 い。

例 えば 「組織 」 を 「そ うしき」 と発音 すれ ば、 日本 語 を母語 とす る者 には不

快 に感 ず るであ ろ う。や は り 「葬式」 と聞 き取れ る し、 どんな に発 表 内容が

良かった と して も、 円滑な ミュニケー シ ョンを取れ てい るか といった視 点か

らすれ ば、 円滑 では ない といわ ざるを得 ない。

この よ うないわゆ る 「発音 の悪 さ」 とい うもの を どれ くらい緩和 していけ

るか 、1年 生 の 前 期 は 比 較 的緩 や か に学 習 を進 めてい くべ きか ど うか、非常
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に悩ま しいところではあるが、1年 生の うちに 日本語の履修を済ませておか

なければな らない とい う現状では、やは り集 中的に発音の問題に対処す る必

要性を痛感 した。そこで、今年2005年 度 は、経営学をご専門 となさる諸先生

方に基本文献 をご紹介いただき、小松章著 『基礎 コース経営学』 をテクス ト

とし、その中の専門用語あるいは一般的な 日常用語であって も留学生にとっ

て難読であると予測 され る語彙についてはできる限 り設問 として取 り上げ、

単語、複合語 の形で作問 した。1回50題 を作成 しテス トとした。その結果、

円滑なコミュニケーシ ョンが取れない、 もしくは とりに くい学生ほ ど、読み

方の間違いが多いことがわかってきた。その点を克服するために、採点後、

返却す る際には、まず、解答を学生に板書 してもらい、その間違いや、補足

を教師が補 う形をとり、その後で音読の練習を行 った。

1.1学 部 留 学 生 の 属 性

2005年 度 本 学 経 営 学 部 に入 学 した 留 学 生 で、調 査対 象 は9人 の 中 国 語 母 語

話 者 で あ る。 日本 語 の学習期 間は平均2年 、経 営 学 を 主 専 攻 とす る学 部1年 生

で あ る。

日本 語 習 得 レベ ル と しては、平均、 日本語 能力検 定試 験1級 合 格(280点)

程 度 で あ る。 日本 語 能 力 検 定 試 験1級 の場 合 、語 彙 数10,000語 、漢 字2,000字 、

学 習 時 間900時 間 以 上 が 求 め られ て い る。 これ は新 聞が読 め る レベル で あ り、

漢 字 の数 だ け で見 る と、 日本 人 の 中学校 卒業 レベ ル(常 用 漢 字1,945字)に

ほ ぼ相 当す る。

次 に来 日す る留 学 生 の数 を見 てみ る と、独 立法人 日本 学生支援機構 の2004

年 度(2004年5月1日 現 在)留 学 生 受 け入 れ 概 況 報 告 に よれ ば、留学生117,302

人 の うち77,713人(66.3%)が 中 国 か らの 留 学 生 で 、 そ の ほ とん どが私 費留

学生 で ある。加 えて留 学生 の出身 国 をみ てみ る と中国が第1位 で 、 前 年 度 よ

りも6,899人(9.7%)の 増 加 とな っ て い る。 本 学 の 場 合 もそ の例 に もれ ず 、

2005年5月1日 現 在 、 留 学 生175人(28ヶ 国)の うち 、103人(59%)が 中 国 か
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らの留学 生 で、 うち87人(84.5%)が 私 費 留 学 生 で あ る。 また 、本 学部 に在

籍す る留学 生 は68人 で 、 そ の 内 訳 は 学 部 留 学 生45人(国 費1)、 大 学 院 博 士

前 期 課 程17人(国 費1)、 大 学 院 博 士 後 期 課 程1人 、研 究 生5人(国 費1)

で あ り、 お よそ95.5%が 私費 留 学 生 で あ る(学 内 資 料 に よ る)。

これ らの 学 部 留 学 生 の 留 学 の 目的は、第1に 日本 語 を習 得 した の ち帰 国 し、

外 資系 の企 業 に勤 めたい。 第2に 日本 企 業 に就 職 したい 、 とい うよ うな順 に

な ってい る。 帰 国後 の こ とや就職 の こ とを考 え、学士の取得 のみに とどま ら

ず、修士 、博 士 の取得 を 目指す者 も多 いの が現状 で ある。

1.2.1試 験 の 内容 と改 善 点

留 学 生 が 大 学 に入学す るまで には、 「日本語 能力試験 」 「日本留 学試験 」 と

い うもの を受験 す る必要 が ある。 「日本 能力試 験」 は書 き言葉 を重視 してい

たの に対 し、 「日本 留学試験 」 では、 主 にキ ャンパ ス 内で使 用頻度 の高 い話

し言葉 を重視す る点 が、両試験 の大 き く異 なる点 で ある。本稿 では 「日本語

能力試 験」 に絞 り、その 中で も留学生が もっ とも苦手意 識 を持 っている点 に

つ いて述べたい。

留学 生は、 「日本語能力試験 」の1級 を受 験 し、 合 格 す る レベ ル に達 してい

る ことが一応 の大学入 学の基準 となって い る。 「日本 語能力試験」1級 は 、 大

き く 「文 字 ・語 彙 」(45点 ・100分)、 「聴 解 」(45点 ・100分)、 「読 解 ・文 法 」

(200点 ・90分)と い うよ うに分 かれ て い る。 そ の 内容 を概 略す ると(資 料1)

に示 した とお りに な る。 これ は2001年 度 の実 際 の 試 験 を、 お よ そ10分 の1の

量 に 縮 約 した形 で あ る。 時 間 にす れ ば、約4分 で 以 下 の 問題 を解 答 す る計 算

に な る。

留学 生 に とっ ては 、 問題1の(2)「 自 己 」 とい うよ うな語 彙 の 読 み 方 の正 答

率が低 い。 それ は この語彙 が濁音 と清 音の組み合 わせ になってい るか らであ

る と考 え られ る。 留 学生 は 「じご ・じこ ・しご ・しこ」 といった選択肢 で混

乱す る。 これ に加 えて 「じっ こ ・じこ う(じ こ一)・ じ こん 」 の よ うな特 殊
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拍 を織 り交ぜ た選択肢 に も正答率 が低 くな る傾 向が見受 け られ た。本試験 で

は 「1じ き ・2じ ぎ ・3じ こ ・4じ ご」 とい った 選 択 肢 が 用 意 され てい るが、

む しろ 日頃 の留学生 の発音 訓練 に は、 「じご ・じこ ・しご ・しこ ・じっ こ ・

じこ う(じ こ一)・ じ こん 」 とい った 選 択 肢 を用 意す る ことが必要 なのでは

ないか と考 え る。

(資料1) 『2001年度 日本語能力試験試験問題 と正解1級 ・文字 と語彙』を基に筆者編集

次 の文 の下線 をつ けた言葉 は 、 どの よ うに読 み ます か。 そ の読み 方 をそれ ぞ

れ の1・2・3・4か ら一っ 選び な さい。

(1)尽 く して

(2)自 己

(3)挑 む

(2)

か く して

じき

い どむ

(3}

た く して

じぎ

つ かむ

っ く して

じこ

はげむ

なくして

じご

はばむ

問題II次 の文 の 下線 をつ けた言 葉 は、 ひ らが なで ど う書 きます か。 同 じひ らが な で

書 く言i葉を、1・2・3・4か ら一っ 選 び な さい。

(1)学 生 たちが街 頭 で募金 を してい た。

沸騰 奮闘

問題III次 の 文 の下線 をつ けた言 葉 は、 どの よ うな漢 字 を書 きます か。 その漢 字 をそ

れ ぞれ の1・2・3・4か ら一つ選 び な さい。

(1)ふ ん い き 風 囲気2風 意 気3雰 囲気4雰 意気

(2)は なや か 桜や か2華 や か3雅 や か4優 や か

(3)ひ とが ら 人 体2人 柄3人 陰4人 殻

(4)み りょく 塊 力2魂 力3醜 力4魅 力

次 の文 の下線 をつ けた言葉 の二重線(

きます か。 同 じ漢字 を使 うもの を、1・2・3・4か ら一っ 選び な さい。

(1)自 分 の き ょ うぐ うに満 足 して い る。

今年 は き ょ うさ くで、収穫 が ほ とん どなか った。

機 械化 に よ り、豊 かな生活 をき ょ うじゅで きる よ うに なった。

犯人 か らき ょ うは くされ た。
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1.2.2読 解 能 力 と発音 能 力

(資 料2) 『2001年度 日本語能力試験試験問題 と正解1級 ・読解』を基に筆者編集

問題1次 の文章 を読んで、後の問に答 えなさい。答えは、1・2・3・4か ら最 も適 当

なものを一っ選びなさい。

法の下での人間平等は、憲法でも保障 された人間の権利である。 しか し現実には、

すべての人間や人間活動に平等が保障されているわけではない。社会的 ・民族的差別

の問題に関する平等 ・不平等問題を論 じる。

例えば親の階層(職 業や所得)の 不利 さが子供の学歴達成に支障 となることを考え

てみよう。親の所得が高くないために、子供が大学進学をあきらめたケースはどうだ

ろうか。奨学金制度が充実しておれば、本人の能力 と努力がある限 り、大学進学の道

は開かれている。わが国の奨学金制度がさほど充実していないことは、アメリカとの

比較で明らかである。わが国には機会の不平等は残っているといえる。逆に、アメリ

カでは機会の平等への執着は強いといえる。もっともわが国においも、国民の所得水

準が向上 したことによって、親の経済力が原因となって進学できないというケースは

以前より減少 しており、この問題の不平等性は低下 している。

もう一つ例をあげてみよう、企業が新卒者を採用する時に指定校制度 というものが

ある。特定大学の学生のみに受験 ・面接の機会が与えあられ、他の大学生にはその機

会がない制度である。企業がこの制度を採用する理由は次の通 りである。第一に、入

学試験の難 しい大学や、良い教育をしている大学の学生は、知的活動や生産性の上で

優秀な学生という印象がある。第二に、それ らの大学の卒業生が、企業で良い成果を

あげていることをその企業が知っている。

第三に、応募 してくるすべての学生を無制限に選考すればコス トがかかる。 これ ら

を要約すれば、企業にとっては合理的かつ選択のリスクが小さい制度なのである。

ただ し、ここで指定校制度の合理性を指摘することによって、「受験戦争」を肯定

する気はない。(中 略)過 酷な 「受験戦争」 には負 の側 面が多いので、戦争をなくす

る必要性は高い。

ところで、特定大学以外の学生にとっては、就職試験の機会が最初から排除 されて

いるので、機会の不平等と映るかもしれない。確かにその側面があることは否定しえ

ないが、よく考えるとその人達にも特定の大学の受験の機会が高校生の時にあったわ

けで、機会の平等が完全に排除されていたとはいえない。実際にその大学を受験 した

かどうかは問題ではない。 しか し高校生にまで企業に指定校制度があることを知って

いる、と期待するのは酷である。機会の平等をこのように考えていると、意外に複雑

な原理なのである。

機会均等の原理を実施することはそ う容易ではないが、理想 として常に念頭におか

れるべき原理である。すべての意欲ある人には、参加と競争の機会が与えられること

が望ましい。教育の機会、就職の1会 、昇進の機会 、人生上の様 々な活動において多

くの人に平等な機会が与えられた末に、参加者が競い合 うこととなる。競争の結果勝
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者 と敗者が出ることは仕方のないことだし、勝者にも順位づけが行われることもやむ

をえない。(橋 本俊詔 『日本の経済格差』岩波書店)

以上は、2001年 度 「日本語能力試験」の読解 問題の一部であるが、この文

章をおよそ10分 で読解するカが留学生には必要である。決 して容易 な文章で

はな く、筆者が本稿で試み ようとするような経営学の専門用語 を学習す る必

要もない くらいの高い レベルに到達 しているよ うに一見みえる。 しか し、実

際には特に漢字圏の留学生にとって読解は、比較的高得点に結びつ きやすい

試験項 目である。読解、文章作成が一定の レベルに達 している場合、大学の

講義 を受講 し、単位を取得できる能力を有 しているもの と判断 して しまいが

ちであるが、発音 と前述の能力 とは分けて考えた方がよい。

1.2到 達 目標

本学における学部留学生の 日本語教育は、基本的に 日本語能力検定試験1

級合格程度あるいは 日本留学試験により選抜 されたもので、大学で行われる

一般的な 日本語で行われ る授業に問題な く参加できることが前提 となる
。留

学生の多くは、 これまでの 日本語の授業 とは異な り、専門的な分野 を学べる

とい うことに、非常に興味を持っている。 これは 日本人大学生 も同様で、 日

本語(国 語)、 数学 といった高等学校で学んできた ような…般教養科 目よ り

もむ しろ専門科 目を学べるとい うことに、強く関心を持っているようである。

そ こで、本講義では 『基礎 コース経営学』(小 松章著)を 用いなが ら、その

用語についてテス トを作成 し実施 した。テス ト結果は分析 し、学部留学生が

実際の講義で どの程度、内容を理解できているのか とい う点について考察 し

た。1年 間の講義終了時には(資 料3)の 文章が途切れることなく、音読でき

ることを目標 として設定 した。
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(資料3) 『基礎 コース経営学』を基に筆者作成

株式公開 人の一生と同じように会社にも 「一生」をあてはめた場合、株式会社に

とって、成人式にあたるものは、株式の公開である。株式会社は、もともと発起人以

外の多数の人々から出資資本を調達できるメカニズムを内包 した企業形態であるが、

その機能は、まさに株式を市場に公開 してこそ完全に発揮されるのである0

いってみれ ば、株式会社 は、株式公開によって制約的に一人前 となるのである。株

式の公開により、特にそれが証券取引所への上場である場合には、資本調達の手段は、

飛躍的に向上することになる。私たちの会社 も、創業以来、経営者 ・従業員が一丸と

なって努力を重ねてきた結果、順調に業績を伸ばしてきた。

2.テ ス ト内 容 と 実 施 方 法

『基 礎 コー ス経 営学』 小松章(2004)を テ ク ス トに問 題 を作 成 しテ ス トを

実施 した。 テ ス トは講義 開始後 のお よそ15分 間 で あ る。2005年 度 に お け る筆

者 の 日本 語 担 当 コマ 数 は週 に3回 前 後 期 で 、 実 施 回 数 は お よそ90回 で あ る

(3回 ×15回X2期=90回)。 第1回 目の 講 義 で使 用 した 漢 字 テ ス トの概 要は

次の とお りで ある。

(資料4)

経営学に関する漢字学習(企 業と経営)1

1企 業と経営

z生 産活動を行う

3人 間の労働力から機械へ

a消 費生活を楽しむ

5家 庭に還元される

6サ ービス産業の増加

7情 報通信技術の発連

8生 活文化を形成する

9新 しい文化の創造者

10情 報収集を欠かさない

11生 産すべき商品の決定

12生 産に必要な原材料

13労 働者を雇う

26価 格破壊

27内 外価格差を維持する

23調 達コスト

29証 券取引

30国 際的な資本市場

31多 国籍化

32現 地化の推進

33国 際分業の発展

34教 育活動への影響

35分 業や協業

36個 性より協調精神

3フ生産技術を身につける

38長 期的な視野
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14市 場で成立する価格

15取 引の過程

16情 報の効率的利用

17取 引コストの低下

i8情 報発信基地

19企 業の求人情報

20大 量生産大量消費社会

21小 企業社会

22資 本調達活動

23意 思決定の稟議

24国 際分業のコスト削減

25世 界市場での競争

39職 場内教育

40学 歴中心主義

41資 格中心主義

42短 期志向に傾く

43即 戦力になる人

44創 造的破壊

45創 造的な商品開発

46文 化創造活動

47仕 事が生きがい

48職 場での仕事

49環 境の善し悪し

50職 場での人間関係

一一

2.1誤 読 別 語 彙 の分 類

留 学 生 が 誤 読 す る場合 にはい くつ かのパ ター ンがみ られ る。 「1有 声 音 と

して誤 読 した語 彙 の例 」 「II無声 音 と して 誤 読 した 語 彙 の例 」 「皿特殊拍 を挿

入 した誤 読例 」 「IV特殊 拍 を脱 落 させ た 誤 読 例 」 「V誤 読 」、 そ して 「VI誤 読

しな か っ た 語 彙 の 例 」 とな る。 そ のパ ター ン別 に分類 し示せ ば[表1]の よ う

に な る。 た だ し、 「消 費 生 活 を楽 しむ」 「生活文化 を形 成す る」 とい った設 問

で 、同 じよ うに 「せ い がつ」 と誤読 していた場合 には、 「番 号 」 の項 に問題

番 号 を併記 し、 「問題 」 「誤 読語」 「誤読例 」で はひ とま とめに して記 す。

[表1-1]1.有 声 音 と して誤 読 した 語 彙 の 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 20 大量生産大量消費社会 大量 だい りょ う

2 4.8 消費生活を楽しむ 生活 せいがっ

3 22.28 資本調達活動 調達 ち ょ うだつ

4 22.46 資本調達活動 活動 がっ ど う

5 27,14.26 内外価格差を維持する 価格 かがく

6 30,24.33 国際的な資本市場 国際 ごくさい
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7 29 証券取引 証券 しょうげん

S 34 教育活動への影響 影響 えい ぎょう

9 41 資格中心主義 資格 しが く

io 31 多国籍化 多国籍化 たごくせきか

11 18 情報発信基地 基地 き じ

話 し手で あ る留 学生 は、 「27価格 」 を 「か が く」、 「29証券 」 を 「し ょ うげ

ん 」、 「34影響 」 を 「え い ぎ ょ う」、 「18基地 」 を 「き じ」、 「16資格 」 を 「しが

く」 とい うよ うに理 解 し発音 してい ることがわかった。 また50問 題 につ い て、

漢 字 を含 む 語 に 分 割 す る と、X32項 目 とな っ た(重 複 語 彙 も含 む)。[表1-1]

～[表1-6]の 「1有 声 音 と して 誤 読 した語 彙 の例 」 「H無 声 音 と して 誤 読 した

語 彙 の例 」 「m特 殊 拍 を 挿 入 した 誤 読 例 」 「IV特殊 拍 を脱 落 させ た誤 例 」 「V

誤 読 み 」 の例 も合 わ せ る と、59項 目を誤 読 してい る。 これ は お よそ45パ ー セ

ン トの 漢 字 を誤 読 して い る こ とにな る。 この よ うに45パ ー セ ン トもの読 み を

誤 読 して い る とい うこ とは、大学のi溝義 の ほ とん どを 聞 き取 れ な い とい うこ

とにな るのでは ないか とい う懸念 を抱 か ざるをえな い。 この点 につ いては留

学生 自身 に も充分 に注意 を促 し、漢字 の読み方 訓練 を強化 してい く必要が あ

る。

[表1-2]n無 声 音 と して誤 読 した 語 彙 の例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 2,34.46 生産活動を行 う 活動 かっ と う

2 3 人間の労働力か ら機械へ 労働 ろ うと う

3 12 生産に必要な原材料 原材料 げんさいりょう

4 40 学歴中心主義 主義 しゆき

話 し手で あ る留学 生 は、 「主義 」

てい るこ とがわか る。

を 「しゅき」 とい うよ うに理解 し発 音 し
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[表1-3]皿.特 殊 拍 を挿 入 した 誤 読 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 40 学歴中心主義 主義 しゆうぎ

2 44 創造的破壊 破壊 はっかい

3 25 世界市場での競争 世界 せ っかい

4 5 家庭に還元される 家庭 か ってい

5 15 取引の過程 過程 かってい

6 14.26 市場で成立する価格 価格 かっが く

7 36 個性より協調精神 個性 こっせ い

8 39.48 職場内教育 職場 しょくばん

9 37 生産技術を身につける 技術 ぎ じゅ うつ

話 し手 で あ る留学生 は、 「主義 」 を 「しゅ うぎ」 「破 壊 」 を 「は っかい」、

「世界」 を 「せ っかい」 とい うよ うに理解 し発音 してい る。

[表1-4]N.特 殊 拍 を脱 落 させ た 誤 読 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 14.30 市場で成立する価格 市場 しじよ

2 46 文化創造活動 創造 そ うそ

3 35.33 国際分業の発展 分業 ぶんぎょ

4 35 分業や協業 協業 き ょぎ ょう

5 19 企業の求人情報 情報 じょほ う

6 to 情報収集を欠かさない 収集 しゆ しゆ う

7 21 小企業社会 小 し ょ

話 し手 で あ る留学 生 は、 「市場」 を 「しじょ」 とい うよ うに理解 し、発 音

してい る。

[表1-5]V.誤 読

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 13 労働者を雇 う 雇 う か よ う
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2 25 世界市場での競争 市場 しば

3 43 即戦力になる人 即戦 きせん

4 44.45 創造的破壊 創造的 ち ょうぞ う

5 5 家庭に還元 される 還元 かんえん

6 16 情報の効率的利用 効率的 こ うりつの

き りつ

7 23 意思決定の稟議 稟議 こ うぎ

8 50 職場での人間関係 職場 し ょ く じ ょ う

9 3 人間の労働力から機械へ 機会 きき

10 19 企業の求人情報 求人 き ゅうにん

11 24 国際分業のコス ト削減 削減 しようげん

IZ 21 小企業社会 小 こ

[表1-6]VI.正 拍 化 し た 語 彙 の 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 23 意思決定の稟議 決定 けつてい

2 18 情報発信基地 発信 はっ しん

田 誤 読 しなか った語 彙の例

次 にあ げ る例 は誤 読 が なか った例 で あ る。企 業 と経 営(1)、 サ ー ビス産 業

の増 加(6)、 情 報 通信 技 術 の発 達(7)、 新 しい 文化 の創 造 者(9)、 現 地 化 の推 進

(32)、 長 期 的 な視 野(38)、 短 期 志 向 に傾 く(42)、 仕 事 が 生 き が い(47)、 取 引 コ

ス トの低 下(17)、 生 産 す べ き商 品 の 決 定(11)、 環 境 の善 し悪 し(49>(無 解 答 者

多 数)

以 上 は 、留 学 生 が 誤 読 しな か っ た語 彙項 目で ある。語 彙 の後 の()内 の

数 字 は 、 テ ス トの番 号 を示 す 。 また 「環境 の良 し悪 し(49)」 の設 問 は全 学 生

が 空欄 解 答 で あ っ た。 この よ うな和語 につ いて は、留学 生が読 めない ことが

多 いので強化訓練 対象語彙 で ある とい える。

270国 際経営論集No.312006



2.2テ ス トに よ る得 点 結 果 の 変 動

上 記 の 語彙 テス トを採 点後 、返 却す る際 には、まず解答 を学生 に板書 して

も らい、その 間違 いや 、補足 を教 師が補 う形 を と り、その後 で音読 の練習 を

行 った。

同 じ内容のテ ス トで あれ ば、1回 目に テ ス トを行 った 時 よ りも 、2回 目にテ

ス トした方 が 、得 点 が延 び る とい うこ とは 当然 予測 され る結果 であ る。 そ こ

か らも う一・歩 踏み 込んで、 まず い くつか の要 素 に分 けて得 点の伸び につ いて

分析 してい く。

[表2]

得 点結 果 の 変 動

キ おモロヨ

(点鋤 蠣 第2回 目

6D

50 灘

40

30

za

10

a

ABCDEFGHI

(学 生)

学生 第1回 目
の得点

第2回 目
の得点

得点の伸
び

A 42 48 6

B 31 4S 17

C 29 29 0

D 29 38 9

E 28 49 19

F 25 42 17

G 23 38 15

H 23 38 15

1 19 47 28

9 249 377 126

最 も得点を伸 ば したのは学生1で28点 の伸びであった。 これに対 して、得

点の伸びの最 も悪かったのは学生Cで 得点の伸びは0で あった。得点の伸び

の平均はおよそ16点 である。

次 に、2回 目のテス トでも誤読 され る語彙 は、 どの項 目の語彙なのかにつ

いて観察す る必要がある。第2回 目に実施 したテス トにおいても、第1回 目と

同様に誤って解答 された問題 とその誤読例、誤読者数 をあげた。その誤読 を

分類す ると以下のようになる。
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[表3]

通番 問題番号 問題 誤読語 誤読例 誤読者数

L有 声音 として誤読 した語彙の例

1 26.14 価格破壊 価格 かがく 5

3 20 大量生産大量消費社会 大量 だい りょ う 3

4 29 証券取引 証券 しょ うげん 3

5 4,S 消費生活を楽しむ 生活 せいがっ 2

6 28 調 達 コス ト 調達 ち ょ うだつ 2

7 31 多国籍化 多国籍化 たごくせきか 2

S 40 学歴中心主義 主義 しゆ うぎ 3

1皿.特殊拍を挿入 した誤読例

1 44 創造的破壊 破壊 はっかい 4

2 15 取引の過程 過程 かってい 2

3 39,48.50 職場内教育 職場 しょくばん 2

4 40 学歴中心主義 主義 しゆ うぎ 3

IV.特 殊拍を脱落 させた誤読例

1 35 分業や協業 協業 き ょぎょ う 2

V.誤 読

1 43 即戦力になる人 即戦 きせん 5

2 24 国際分業のコス ト削減 削減 しょうげん 4

3 19 企業の求人情報 求人 きゅ うにん 2

「1有 声 音 と して誤 読 した語 彙 の 例 」、 「lr特 殊 拍 を挿 入 した 誤 読 例 」 は 習

得 が 難 しい よ うで あ る。 「1.有 声 音 と して 誤 読 した語 彙 の 例 」 は第1回 目の

テ ス ト[表1-1]で は 、11項 目の 誤 読 が認 め られ た。 これ に対 して第2回 目の テ

ス ト[表3]で は8項 目の誤 読 を確 認 した 。 この 比 較 か ら誤読 率 は減 少 して いる

こ とがわか る。 一方 の[表1-2]「II無 声 音 と して 誤 読 した 語 彙 の 例 」 は第1回

口に は4問 の誤 読 が あ り、第2回 目には す べ て の項 目で 正 解 してい る。以上か

ら、中国語 を母語 とす る留学 生に とっては、 日本 語の語彙 を有声音 として誤
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読 しやす く、加えてそれは修正、習得 しにくい発音課題 であると考えられる。

上記にあげた語彙は中国語を母語 とする日本語学習者が誤読 しやすい、そ し

て習得 しにくい語彙であるといえる。 この点を重点的に漢字の読み方 と、発音

の訓練を行えば、円滑な発話の習得も容易になるものと考えられる。 さらに口

頭発表における発音面での不快な箇所の修正にも役立つもの と考えられる。

お わ りに

本稿 では、経営学における語彙を基 に、留学生が誤読す る日本語の漢字の

読み方について考察 した。有声音 ・無声音の区別の習得、特殊拍を含む語の

習得 は中国語 を母語 とす る留学生にとってはかな り困難 な課題であるといえ

る。視覚によって留学生の発音の間違いを見て取 ることができるとい う観点

から、「日本語能力試験」(資 料1)の 問題パ ター ンは有効であると考え られ

る。 出題パター ンとしてはこれに従い、『基礎 コース経営学』 にみ られ る語

彙、セ ンテンスを基に次のような問題 を試みた。

例1『 日本語能力試験試験問題と正解1級・文字と語彙』を基に筆者作成

問題1次 の文 の下線 をつ けた言葉 は、 どの よ うに読 み ます か。 そ の読み 方 をそれ ぞ

れ の1・2・3・4か ら一つ選 び な さい。

大量 生産 大量消 費 に よって、価 格破 壊 が起 きて い る。

(2)

(1)大 量 たい りょ う だい りょ う た りょ う だ い りょ

(2)価 格 かが く かか く が が く が か く

{1)

(1)職 場

(2)主 義

(1)作 業

(2)協 業

しょくばん

しゆぎ

し ょくば

しゆ うぎ

(1)

さぎ ょ さぎ ょ う

き ょ うぎ ょ う2き ょぎ ょ う

(2}

し ょ っ くば

し ゆ っ ぎ

さ くぎ ょ う

き ょ うき ょ

しょぐばん

しゆ うぎ

さくぎ ょ

ぎ ょ うぎ ょ
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このよ うな試験の形態は、成人 してか ら外国に留学す ることの多い留学生

にとっては有効な学習方法であると考えられ る。 これまでは、留学生の基礎

教育ない し学部入学以前の教育にその力を傾注 しなければな らなかったが、

ある程度入学以前の教育の質が安定 してきた現在の状況、そ して留学生の日

本語能力が年々向上 している状況をみても、留学生教育は次の段階へ と進む

べきであると考える。具体的には、各学部における概論書をテ クス トとし、

漢字の読み方 を問 うテス トを作成 し、解答 してもらう。そ して答えあわせを

行い、発音訓練を行 う。視覚 と発音を合わせた発音訓練の繰 り返 しが、いず

れ必要不可欠 となる口頭発表の際の、適切な発音習得に有効であると考えら

れ る。

今年度は、講義 の仕上げ として(資 料5)に 示 した 『基礎 コース経営学』

の一部を音読 してもらった。以下に示 した レベルの文章であれば、 日本語を

母語 とす る者に対 して不快を与えないような音読ができるようになってきた。

(資料5)r基 礎コース経営学』・'1より引用

株式公開は、設立時以来、発起人と募集に応 じた少数の範囲の株主とからなる創業

株主によって限定的に所有されてきた株式会社が、所有権を開放 し、会社から多数の

株主を受け入れることによって、まさに株式会社本来の形態に脱皮する行為にほかな

らない。つま り、株式会社は、株式公開によって初めて十全な意味での株式会社にな

りうるのであり、逆にいえぱ、株式を未公開の株式会社は、たんに法形式上、株式会

社として存立しているというにすぎず、経済上は、株式会社 としては未完成であると

いわなければならない。

株式公開は、通常、「増資(資 本金の増額)」 に合わせて、その増資新株 を証券市場

を通 じて広く売 り出すことにより、実現する。証券市場では、誰もが自由に買い手と

して参加できるから、株式公開は、不特定多数の投資家を株主として受け入れること

になる。ちなみに、同族色の濃い企業の中には、株式公開を嫌 う傾向がみられるが、

その理由はまさにこの点にある。不特定多数の投資家を、自分たちの 「身内」とみる

か、それ とも得体の知れない 「よそ者」とみるかの違いが、株式公開に踏み切るか否

かの分かれ目になっているといってよいだろう。

本研究の資料は、学部留学生のための発音訓練問題を作問す る場合の基礎

資料 として利用 していきたい。今後もこのような基礎資料 を整え、学部留学

生が専門用語の発音習得 をす る場合の一助 となれば幸いである。 この訓練な
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らびに習得は、大学における講義時の聴解はもとより、 口頭発表 を行 う場合

においても有効であると考え られ る。

専門教育に関連す る日本語訓練のための問題集 が少ない状況で、学部留学

生が単位取得に向けて学習す る環境 を早急に整 える必要性 を痛感 していた。

2005年 度 は日本語のクラスで実施 したテス トを分析 しなが ら、 より高い学習

成果を 目指 した問題作成に取 り組んだ。2006年 度は これに加筆修正 を加 えな

が ら、よりコンパク トで整理 された問題集作成に取 り組みたい と考えている。

参 考 文 献

嵐 洋子(2003)「 幼児の特殊拍意識の発達に関す る一考察」『音声研究234

号』 日本音声学会

岩 田 礼(2001)「 中国語 の声調 とアクセ ン ト」『音声研究226号 』 日本音声

学会

奥村訓代(2005)「 大学の学部における 日本語教育の使命 と役割」『日本語教

育126号 』 日本語教育学会編

大城朋子(2001)「 日本語学習者のための沖縄の地域共通語 一地域に根 ざし

た教材作成のための基本語彙に関するパイ ロッ ト調査 一」

『日本語教育108号 』 日本語教育学会編

川越いつえ他(2002)「 借用語における促音」『音声研究229号 』 日本音声 学会

小松 章(2003年 初版 ・2004第3刷)『 基礎 コース経営学』新世社

庄司恵雄(2004)「 大規模 口頭能力試験における分析的評価 の試 み」『日本語

教育122号 』 日本語教育学会編

新試験研究グループ著(2002)『 日本留学試験標準問題集改訂新版』ユニ コム

戸 田貴子(2003)「 外国人学習者 の 日本語特殊拍の習得」『音声研究233号 』

日本音声学会

日本語教育学会編(2000)『 日本語教育辞典』大修館書店

日本 国際教育協会(2001)『 日本語能力試験試験問題 と正解1・2級 』国際交

経営学を学ぶ留学生のための発音訓練一発音訓練問題作成までのプロセスー275



流基金

張 麟声(2001)『 日本 語 教 育 の た め の誤 用 分 析 』 ス リーエ ーネ ッ トワー ク

陳 生保(1996)「 中 国語 の 中 の 日本 語 」 『日本 文 化 フォー ラム』国際 日本研

究セ ンター

彰 飛(1998)「 日本 語 と 中 国語 の 対 照 研 究 が 抱 え る諸 問題 をめ ぐって

(1)」 『無 差 』 京 都 外 国語 大 学 日本 語 学科

彰 飛(2003)『 日本 語 の 特 徴 』 凡 人社

モ イ ラ ・イ ップ(2002)「 広 東 語 の 借 用 語 音 韻 論=音 声 知 覚 と音 韻 構 造 」 『音

声 研 究229号 』 日本 音 声 学 会

森 田 良 行(1987)『 基 礎 日本 語 辞 典 』 角 川 書 店

劉 秋 燕(2002)「 日本 語 母 語 話 者 と台 湾 の 日本 語 学 習 者 に お け る 閉 鎖 音/d/

と 弾 き 音/r/の 知 覚 」 『音 声 研 究231号 』 日本 音 声 学 会

参 考 資 料

httP://www.jasso.go.jp/kikaku .chosa/ryugaku.chosa/16004.pdf日 本 留 学 生 支 援

機 構 留 学 生 受 入 れ の 概 況(2004年 版)(ア ク セ ス 日2005.8.13)

一 謝 辞 一

本稿 で は、経 営 学 を学ぶ 留学 生 のた めの発音 訓練 問題集 作 成 のプ ロセ ス につ いて論 じ

た。本 稿執 筆 に あた って は、大城 朋 子先生 、 尚真 貴子先 生 に ご指 導 いた だいた。 また 、

問題 作 成 に関 して は、 本学 の留 学生 な らび に 日本語 教 師 を 目指す み な さん に多 くの意見

をい ただい た。 以 下 に記 してお礼 申 し上 げる。

金 山月 さん 、高燕 霞 さん 、魏鳳 平 さん 、諸子 華 さん、石 梅 さん、蘇栄 さん、楊 柏明 さ

ん、劉術 智 さん、 門松 文郎 さん 、陳雅玲 さん 、陳斌 さん、 レナー ト ・カル デ ィナ ス さん、

ロジ ェ リオ ・タカ キ さん、小 池 明子 さん、 田原裕 貴 さん 、佐藤 翔大 さん(順 不 同)

276国 際経 営論集No.312006


